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２
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平成２9年度　
鹿児島県原子力防災訓練を実施しました

2 月 3 日（土）に、鹿児島県および関係市町の主催による鹿児島県原子力防災訓練を実
施し、190 機関、約 4,400 人が参加しました。

この訓練は、地震発生による川内原子力発電所の過酷事故を想定して行ったもので、
住民の避難訓練をはじめ、市災害対策本部の設置・運営訓練や消防・自衛隊など実動
機関との連携訓練など、16 種類の訓練を実施しました。

また、この中で事故が進展し放射性物質が放出されたときの対応などについての訓練
も行い、本市においては、「PAZ 圏内＊１の要配慮者避難訓練」や「ＰＡＺ圏内およびＵＰＺ
圏内＊２の住民避難訓練」のほか、「家屋倒壊による避難所での屋内避難訓練」や「保育園
との情報伝達訓練」なども実施しました。

今後、この訓練で明らかとなった課題などを各関係機関としっかりと検証し、引き続
き防災計画の実効性を高めてまいります。
 

福島第一原子力発電所事故を教訓に見直された国の原子力災害対策指針など
を踏まえ、県、本市および関係周辺市町で策定や修正を行った地域防災計画原子
力災害対策編に基づき、住民の協力や事業者などと共同して総合的な訓練を実施
することで、原子力防災対策に係る関係機関相互の連携強化や地域住民の防災
意識の向上を図る。

また、訓練での課題などを踏まえて、避難計画の見直しを行うなど、原子力災害
対策のさらなる強化を図る。

訓練の目的

訓練想定
●薩摩半島西方沖を震源とする最大震度７の地震が発生し、川内原子力発電所

１・２号機は、通常運転中のところ地震発生を受け、１・２号機とも原子炉
が自動停止し、外部電源が喪失する事態となる。

●２号機については、地震と同時に１次冷却材系統からの漏えいが発生し、非常
用電源が起動するとともに非常用炉心冷却系が起動し、冷却をするが、その
後冷却材の漏えい量が増加し、施設敷地緊急事態となる。

●さらに事態が進展し、非常用電源が故障し全交流電源が喪失することにより、
全面緊急事態となるとともに、非常用炉心冷却設備による注水が不能となり、
施設外へ放射性物質の放出を伴う事態となる。

●なお、１号機については、非常用電源から交流動力電源を供給し、原子炉の
冷却が継続される。

　このような事態の進行を踏まえて、県、本市をはじめとする市町は、国、防災
関係機関と共同して、地域防災計画原子力災害対策編に基づき、ＰＡＺ圏内の住
民避難やＵＰＺ圏内の一時移転、屋内退避などの諸対策を実施する。

＊１　ＰＡＺ圏内：原子力発電所を中心としておおむね半径５ｋｍ以内の区域（本市は、滄浪・寄田・水引・峰山地区）
＊２　ＵＰＺ圏内：原子力発電所を中心としてＰＡＺ圏内を除くおおむね半径３０ｋｍの区域
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＊オフサイトセンター:原子力災害が発生した場合、緊急事態応急対策や原子力災害事後対策の拠点となる施設

主な訓練の内容

被ばく傷病者を
想定し、消防局
と医療機関が連
携した除染や医
療措置訓練を行
いました。

避難者を輸送し
た車両や避難者
の汚染検査、汚
染者を想定した
簡易除染などの
訓練を行いまし
た。

避難退域時検査訓練 原子力災害医療措置訓練

災害対策本部設置・運営訓練 オフサイトセンターの立ち上げ支援、市現地災害対策本部設置・運営訓練

オフサイトセン
ター＊の立ち上
げ支援、市現地
災害対策本部の
設置・運営など
の訓練を行いま
した。

市災害本部設置、
運営、各種対策
の検討などを行
いました。

要配慮者の避難訓練（福祉施設など）

PAZ圏内の社会
福祉施設などの
要配慮者が、消
防局や九州電力
の福祉車両で避
難する訓練を行
いました。

避難所での屋内退避訓練（湯田・西方地区）

地震により家屋
が倒壊し、最寄
りの避難所で、
屋内退避する訓
練を行いました。

住民避難訓練（PAZ圏内） 住民避難訓練（UPZ圏内：湯田・西方地区）

UPZ圏内のうち、
空間放射線量が
高い地域の住民
を 対 象 とし て 、
３０ｋｍ圏外の避難
所へ避難する訓
練を行いました。

PAZ圏内の住
民を対象として、
３０ｋｍ圏外の避
難所へ避難する
訓練を行いまし
た。

避難所等設置訓練

住民の避難およ
び屋内退避を円
滑に実施するた
め、本市と避難
先施設が連携し、
避難所の設置・運
営訓練を行いま
した。

甑島住民の島外避難訓練（里、上甑地区）

UPZ圏内の里・
上甑（一部）地
区の住民が、本
土に見立てた下
甑島に船舶で避
難する訓練を行
いました。
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甑島住民の島外避難訓練（里、上甑地区）

UPZ圏内の里・
上甑（一部）地
区の住民が、本
土に見立てた下
甑島に船舶で避
難する訓練を行
いました。

～避難退域時検査訓練～
　発電所から放射性物質が放出された後に避難または一時移転を指示
された住民を対象に、30㎞圏付近に避難退域時検査場所を開設し、
避難車両や避難住民の汚染状況確認を行いました。
　また、湯田・西方地区の住民を対象に、姶良市蒲生町に避難退域時
検査場所を設け、汚染検査や簡易除染訓練も実施しました。

滄浪地区：県総合体育センター武道館
（自家用車避難者は向田公園でバスに乗り換え）

寄田地区：宝山ホール
水引地区：県民交流センター
峰山地区：鹿児島盲学校
（自家用車避難者は向田公園でバスに乗り換え）
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5km5km5km

10km10km

阿久根市阿久根市阿久根市

長島町長島町長島町長島町

自家用車⇒避難バス

～ＰＡＺ圏内の避難～
［避難先］

薩摩川内市

PAZ

UPZ

川内原子力発電所

5km

10km

いちき串木野市

日置市
鹿児島市

姶良市

さつま町

出水市

阿久根市

長島町

甑島

20km

川内原子力発電所

～ＵＰＺ圏内の避難～

● ●

放射性物質の
放出状況を認識

避難退域時検査場所
（県森林技術総合センター）

湯田地区：山田中学校（姶良市）
西方地区：蒲生小学校（姶良市）

避難対象地区
（湯田・西方地区）

UPZ避難所

［避難先］

30km
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過去の測定値範囲 今回の測定値範囲

【調査結果】◆７月～９月（月平均値）
・シンチレーション検出器（38地点）
　県第一測定局および九電測定局計13地点の結果
は、これまでの範囲内でした。また、平成25年度
から測定を開始した県の第四測定局25地点の結果
についても、先の13地点と同程度のレベルでした。

・電離箱検出器（42地点）
　県第一および第二測定局計22地点の結果は、これ
までの範囲内でした。また、平成25年度から測定を
開始した県の第三測定局20地点の結果についても、
先の22地点と同程度のレベルでした。

1. 空間線量率

川内原子力発電所周辺
環境放射線調査結果
川内原子力発電所周辺
環境放射線調査結果

平成29年

７月～9月

50 60 70 80 90 100

22地点（県第一および第二測定局）

20地点（県第三測定局）

モニタリングポスト・ステーション

57 9491
7857

58

20 30 40 50 60

13地点 （県第一測定局および九電測定局）

＊１mGy（ミリグレイ）＝1,000μGy（マイクログレイ）＝1,000,000nGy（ナノグレイ）

25地点（県第四測定局）

モニタリングポスト・ステーション

（単位：ナノグレイ／時）

過去の測定値範囲 今回の測定値範囲

（単位：ナノグレイ／時）

48482121

6025

●

監視センター局

●大川中局

湯田局

山門野局

高尾野小局
折多小局

鶴見局

西目小局

田代小局

鶴川内局

武本局

定之段局

柊野局

泊野局

田原局

祁答院中局

藺牟田小局

大山小局

尾崎小局

吉川局
藤川局

宍野局 山田局

野下局

常盤局

上市来小局

郡局

住吉小局

市来中局

昭和通局 川上小局

荒川小局
旭小局

市比野小局

南瀬局

樋脇小局

永利小局

天辰局

高来小局

青山局

●
唐山局

港局●

川内原子力発電所
久見崎局

●

●

網津局
陽成局

●
水引小局

●毎床局

●
下山局●

土川局
●羽島局

●上野局●
山ノ口局

寄田局●
■小平局

●湯島局
●高江局

山神田局
●

●
河口大橋局

●船間島局
●

港体育館局

阿久根市

いちき串木野市

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

● ●

●

長里局

●里局

●
江石局

●鹿島局

●長浜小局

●手打小局

●境界北局

●境界東局

北門南局■

境界南局
●

正門西局
■

海側ポスト
●

川内原子力発電所

八重山局

出水市

さつま町

鹿児島市

日置市

●空間放射線量測定地点（73局）

＊シンチ=シンチレーション検出器、電離箱=電離箱検出器
＊第三、第四測定局は平成24年度設置

測定局・主体 設備（局数） シンチ 電離箱

第一測定局 県 ● モニタリングポスト（6） ○ ○
■ モニタリングステーション（1） ○ ○

第二測定局 県 ● モニタリングポスト（15） ○
第三測定局 県 ● モニタリングポスト（20） ○
第四測定局 県 ● モニタリングポスト（25） ○

九州電力 ● モニタリングポスト（4） ○
■ モニタリングステーション（2） ○

薩摩川内市

●空間放射線量率
　川内原子力発電所を中心に設置してあるモニタリングポストおよびモニタリン
グステーション73局で、空気中および大気中のガンマ線の線量率（1時間当たりの
放射線量）を連続測定しています。測定は、低線量率を測定するシンチレーショ
ン検出器と、高線量まで測定できる電離箱検出器によって行っています。
　測定値のほとんどは、自然界の放射線によるものです。　

4521

放射線は直接、人間の五感で感じることができないため
発光現象や電離現象などを利用して検出します。

一
口
メ
モ
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●空間積算線量（91日換算）
　空気中および大地からのガンマ線が、3カ月間にどのくらいあるかを測定しています。
　＊測定施設：モニタリングポイント
【調査結果】◆７月～９月
　今回の範囲：「0.09～0.14」ミリグレイ
　過去の範囲：「0.09～0.17」ミリグレイ
【補足説明】
　49地点で調査しています。　　　　　 　　＊上図は49地点全ての積算線量範囲です。

●環境試料の放射能
　海水、牛乳などに含まれているベータ線やガンマ線を放出する放射性物質の濃度を測定しています。

【調査結果】◆７月～９月
　セシウム-137、ストロンチウム-90が
一部の試料で検出されましたが、これ
までの調査結果と同程度のレベルであ
り、異常は認められませんでした。

【補足説明】
　今回は、海洋試料７試料、陸上試料
31試料の計38試料を調査しました。
　また、環境試料の放射能分析では、
人工の放射性物質であり環境における
蓄積や被ばくの観点から重要と考えら
れるセシウム-137、コバルト-60、スト
ロンチウム-90、ヨウ素-131について測
定しています。

【用語説明】　＊鹿児島県「川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書」などより
●セシウム-137（Cs）・・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約30年、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。地上に
　　　　　　　　　　　　　あるほとんどは過去の原水爆実験で発生したものです。
●コバルト-60（Co）・・・・原子炉の中で安定元素であるコバルトー59に放射線の一種である中性子が吸収されて生成する半減
　　　　　　　　　　　　　期約5年、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。
●ストロンチウム-90（Sr）・・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約29年、ベータ線を出す放射性物質です。地上にあるほとん
　　　　　　　　　　　　　どは過去の原水爆実験で発生したものです。
●ヨウ素-131（Ｉ）・・・・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約8日、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。
●グレイ（Gｙ）・・・・・・・放射線が物質に当たるとき、その物質に吸収された放射線量を測るものさしが「グレイ」です。
●ベクレル（Bq）・・・・・・１秒間に1個の原子核が崩壊して放射線を出す物質の放射能の強度または放射性物質の量を1ベクレ
　　　　　　　　　　　　　ルといいます。

ND 0.1 0.2 1 5 15 100

畜産物
（牛 乳）

試料名

陸　水

陸　土

Cs-137

Co - 60

Sr - 90

  I -131

Cs-137

Co- 60

Sr - 90

I -131

Cs-137

Co- 60

Sr- 90

ND、0.038

ND

ND

ND

ND

ND

̶

ND

1.2、3.7

ND

ND

核種名

Bq/ℓ

単　位 今回の
測定値

mBq/ℓ

Bq/kg乾土

調査結果（一部）

＊今回の測定値の欄の「ー」は調査計画により、今回は未実施
＊1Bｑ（ベクレル）=1000ｍBｑ　＊ND：検出限界値以下

ND
ND

ND
ND
ND
ND
ND
ND
ND
ND 1313

1111

0.310.31

ND 0.0820.082
3.43.4

110

16

（単位：ミリグレイ）

0.10

0.09 0.17

0.20

49地点

モニタリングポイント

0.090.09 0.140.14

過去の測定値範囲 今回の測定値範囲

過去の測定値範囲 今回の測定値範囲

2. 空間積算線量

3. 環境試料の放射能

●調査結果：「空間放射線量および環境試料の放射能とも、これまでの調査結果と比較して同程度のレベル
   であり、異常は認められていない。」という結果でした。
＊評価基準：空間放射線量および環境試料の放射能については「過去の測定値範囲」との比較で行います。

環境放射線監視情報携帯電話用  http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/i/data_top.cgi

携帯電話用
二次元
バーコード

環境放射線監視情報ホームページ　 http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/
空間放射線量の測定データは、リアルタイムでパソコンや携帯電話から閲覧可能となっています。

　この調査は、鹿児島県と九州電力㈱が、川内原子力発電所周辺の環境の保全と住民の健康を守るため、環境に
おける原子力発電所に起因する放射線による公衆の線量が、年線量限度（１ミリシーベルト／年）を十分下回っ
ていることを確認するために実施しているものです。調査結果は、学識経験者で構成される「鹿児島県環境放射線
モニタリング技術委員会」の指導・助言を得て検討・評価を行い、3カ月ごとに公表されています。
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（１）原子炉設備の検査
　　■原子炉本体、蒸気発生器、燃料、付属設備の検査を実施し
　　　ます。
（２）タービン設備の検査
　　■タービン本体、付属設備の検査を実施します。
（３）電気設備の検査
　　■発電機、付属設備の検査を実施します。
（４）制御設備の検査
      ■原子炉系の検査を実施します。
（５）放射性廃棄物、貯蔵・処理設備の検査
      ■廃棄物処理系の検査をします。
（６）プラント総合負荷性能検査
     ■核施設の点検・試験完了後に発電所が正常に運転できるか
　　　確認します。

実施される主要検査

今回の定期検査期間中に実施される主な工事の概要

海水系統

発電所の
安全・安定運転

●主要設備の運転性能や
　設定値などの確認
●分解点検や漏えい検査に
　よる設備の健全性の確認

健全性の確認

信頼性の向上機能の維持

　｢定期検査」とは、いわば「発電所の定期健康診断」です。設備や機器を安全な状態に保ち、トラブルを未然に
防止し安全・安定運転を行うことを目的に、おおむね13カ月に１回定期検査を実施しています。１号機は、平成
30年１月29日から定期検査が行われています。２号機は、４月下旬から定期検査が行われる予定です。

川内原子力発電所１号機第23回定期検査が実施されています

定期検査の概要について（お知らせ）

＊左図①～⑥の工事等箇所の説明

①原子炉容器出口管台溶接部保全工事
　原子炉容器出口配管の溶接部について、予防
保全の観点から、溶接材の表面を一部切削し、応
力腐食割れ対策としてより優れた材料にて溶接

②主給水配管取り替え工事
　配管曲がり部などについて、他の原子力発電
所で冷却水の流れによる減肉が確認されたこと
を踏まえて、耐腐食に優れた配管へ取り替え

③発電機回転子更新工事
　発電機回転子コイルの絶縁の経年変化を考慮
し、コイルを巻き替えた回転子に取り替え

④海水ポンプ取り替え工事
　海水ポンプ起動時に軸受部への潤滑水供給が
不要な無給水軸受を用いたポンプへの取り替え

⑤燃料集合体漏えい調査（１５７体）
　通常の定期検査で行う燃料外観検査に加え、
漏えいしている燃料集合体を特定するための検
査を実施

⑥可搬型ディーゼル注入ポンプの降下　
　火砕物（火山灰）対策
　万一の高濃度の火山灰による影響などを考慮
し、蒸気発生器の冷却に使用する常設の注水ポ
ンプが使用できない場合に備えた可搬型のディ
ーゼル注入ポンプについて、その機能を維持する
ため、吸気口に接続するフィルタコンテナを設置

●消耗品などの定期的な
　交換
●劣化に対する処置
●異常の早期発見と処理

●他の発電所で発生した
　事故・故障の類似箇所
　の点検・処置
●最新技術を導入した設
　備・機器への取り替え

加圧器

制御棒

水

燃料

海水ポンプ 補機

原子炉補機冷却水クーラ

海水

復水タンク

蒸気発生器へ
注水

可搬型ディーゼル
　 注入ポンプ

海へ

原子炉容器

冷却材
ポンプ

蒸
気
発
生
器 水 復水器

循環水
ポンプ

給水ポンプ

冷却水

放水路へ

（海水）

タービン 発電機

蒸気

原子炉格納容器

発電所概略系統

蒸気発生器への注水系統
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川内原子力発電所の運転状況は、次のとおりです。
＊九州電力（株）からの提供資料を基に作成しています。川内原子力発電所運転状況など

●発電電力量（1・2号機合計）平成29年12月分

＊目標値内であり、適切に管理されています。 ＊1本当たり200Lドラム缶相当 ＊貯蔵容量  約37,000本

●発電所の運転状況（1・2号機）

●低レベル放射性廃棄物（気体）1・2号機合計
平成29年4月1日～12月31日

●低レベル放射性廃棄物（固体）1・2号機合計
平成29年12月31日現在

●県内の発電電力量と消費電力量（平成29年12月分） ●使用済燃料の貯蔵状況（平成29年12月31日現在）

＊設備利用率：発電電力量÷（認可出力×暦日時間）×100
＊定格熱出力一定運転導入（平成14年）により、設備利用率が100％を超えることがあります。
　この「定格熱出力一定運転」とは、原子炉から発生する熱量（原子炉熱出力）を国から認めら
　れた最大値付近で一定に保って運転する方法で、海水温度に応じて電気出力は変化します。

放　出　量

1.7×108ベクレル 1.7×1015ベクレル
年間放出管理目標値（参考） 貯　蔵　量

24,523本
貯　蔵　率

66.3％

約14.1億kWh
発電電力量の合計 設備利用率

106.4％

（単位：億kWh）〔発電電力量内訳〕

水力 0.2火力 2.1
地熱・風力 0.1原子力 14.1

500 1,000 1,500 （単位：体）

１号機
２号機

１号機
２号機

1,868体
1,356体

1,160体
使用済燃料

 貯蔵容量 　貯　　蔵　　量

833体
16体

再使用燃料

29体
1,176体

計

862体
63.0％

貯 蔵 率

63.6％

5 10 15（単位：億kWh）

発電電力量
消費電力量

16.5
7.3

＊四捨五入の関係上数値が合わない場合があります。

出力89万キロワット 1月２
号
機

１
号
機

出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月

平成29年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

出力89万キロワット

通常運転

通常運転

出力89万キロワ　ット　営業運転開始／昭和59年7月

　

平
成
29
年
11
月
18
日（
土
）に
川
内
・
樋
脇
・

入
来
・
東
郷
・
祁
答
院
地
域
の
方
を
対
象
と

し
た
公
募
型
川
内
原
子
力
発
電
所
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
９
人
が
参
加
し
、
川
内
原

子
力
発
電
所
展
示
館
と
川
内
原
子
力
発
電
所

構
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

展
示
館
で
は
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の
概

要
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
鑑
賞
し
た

後
、
発
電
所
の
実
物
大
の
模
型
な
ど
を
見
な

が
ら
発
電
の
仕
組
み
、
放
射
線
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
発
電
所
構
内
を
バ
ス
で
巡
り
原

子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
日
頃
か
ら
発
電
所
職

員
が
訓
練
し
て
い
る
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

室
や
発
電
所
の
安
全
対
策
の
た
め
の
資
機
材

を
配
備
し
て
あ
る
緊
急
用
保
管
エ
リ
ア
、
海

水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
の
津
波
対
策
の
状
況
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

● 

か
な
り
厳
重
な
安
全
対
策
が
な
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
た
。

● 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
室
や
実
習
訓
練
室

を
見
て
、
少
し
安
心
し
た
。
こ
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
室
で
の
訓
練
が
と
て

も
重
要
だ
と
感
じ
た
。
福
島
の
よ
う

な
事
が
な
い
よ
う
に
日
々
の
努
力
を

お
願
い
し
た
い
。

● 
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
の
は
い
い
こ
と

だ
と
思
う
が
、
現
在
の
日
本
で
は
、

原
発
ゼ
ロ
で
は
成
り
立
た
な
い
と
思

う
。
安
全
対
策
は
こ
れ
で
い
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
、
漠
然
と

怖
い
と
い
う
思
い
が
無
く
な
っ
た
。

報告
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